
＜ みずべ公園で、春の生きもの観察。～①樹木 ＞
じゅもく

みなさん、こんにちは。今年度の理科支援も始まり、さっそく４月 15日（月）にひたち野うしく小
り か し え ん

４年１～３組と、16日（火）には４～６組とみずべ公園で春の生きもの観察をしてきました。最初に

話したとおり、３年生の時に学んだ生きものの「色・形・大きさ」、「どこで何をしていたか」に注目し、

季節ごとにどれだけ成長し、いつ頃どのようにして仲間を増やしていくかなど、観察していきましょう。
ごろ な か ま ふ

さて、今回はまず、樹木から見て
じゅもく

いきましょう。広場に入ると、木々

の芽吹き、さくらやクヌギの花など
め ぶ

の美しい風景が目に入ります。見た
ふうけい

ままを絵や写真に残せたらといつも

思いますが、なかなかむずかしい。

右はしの木がヤマザクラです。も

う少し、近づいてみましょう。

第１号でもお話ししましたが、さくらの仲間にはソメイヨシノのように葉が開く前に花が咲くもの
な か ま は

と、ヤマザクラのように花と葉が同時期に開くもの、ウワミズザクラのように葉が開いてから花が
は は

咲くものがあります。ヤマザクラの

場合は、花といっしょに開き始める

新しい葉が赤茶色していることが多
は

く、遠くから見てもそれと分かる美

しさです。また、ソメイヨシノは同

じ地域ではいっせいに咲き、いっせ
ち い き さ

いに散っていきますが、ヤマザクラ

は早く咲くものから遅い時期に咲く
さ さ

ものまであり、花の色も木によって

微妙に違います。
びみょう
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いかにも春らしい、花と芽吹きの風 景。
め ぶ ふうけい

花と葉が同時期に開く、ヤマザクラ。開きだした葉は、赤茶色していることが多い。
は どうじき は あかちゃいろ

風に舞う、ヤマザクラの花びら。
ま



３月下旬に花盛りのオオカンザク
げじゅん はなざか

ラは、ほとんど花は終わっていて、

緑色の小さな実がふくらみだしていま

した。夏にはどのくらいの大きさで、

どんな色になっているでしょうか？ま

た、花にはヒヨドリやメジロが蜜を吸
みつ

いに集まっていましたが、実を食べる

ものはいないでしょうか？オオカンザ

クラは、実を食べられて損をするだけ
そん

なのでしょうか？などと考えながら、

観察を続けていきましょう。

一方で、ようやくこれから咲き始め
さ

ようとしているさくらもあります。

ウワミズザクラや、イヌザクラで

す。ウワミズザクラは穂のような花の
ほ

集まりの下の方に、新しい葉がすでに
は

開いていますが、花はまだつぼみで

す。これが咲き始めると、あたり一
さ

面、甘い香りが漂い、ハエやハチ、ハ
あま かお

ナムグリの仲間が集まってきます。こ
な か ま

の日は、気の早い？メスアカケバエが

たくさん集まっていました。

色や大きさは違い

ますが、ヤマブキや

ユキヤナギも、さく

らと同じバラ科の仲

間。花のつくりをよ

く見てみましょう。

花が終わるころ葉が開き始めるひたち野うしく小のソメイヨシノ(左)と、同時期かやや花が早いオオシマザクラ。
は どうじき

緑色の小さな実がふくらみはじめたオオカンザクラ。

つぼみが穂のように集まった下に、新しい葉がすでに開いているウワミズザクラ。
ほ は

バラ科のヤマブキ(左)

とユキヤナギ(右)。



黄色い穂のような雄花の集まりをぶら下げた、
ほ お ば な

イヌシデもありました。よく似たアカシデは、赤

っぽい穂をぶら下げています。雌花の集まりは小さ
ほ め ば な

くて目だちませんが、やはり穂のようにぶら下がり
ほ

ます。くわしくは、24年度 57号を参考に。

学校にもありますが、クヌギやコナラなどドン

グリのなる木も、雄花は穂のようになります。
お ば な ほ

ヤナギの仲間は、大きなアカメヤナギと枝がたれるシダレヤナギ、カワヤナギ、タチヤナギがあ
な か ま えだ

ります。花の咲く時期も違い、カワヤナギは３月下旬（23年度 81号のヤナギ）、シダレヤナギやタチ
さ

ヤナギは４月、アカメヤナギは一番遅く５月です。５月中旬から、白い綿毛をもったタネがたくさん飛
わ た げ

ぶのは、アカメヤナギです（30年度 15号を参考に）。同じヤナギといっても、葉の形や花など、少し
は

ずつ違いますね。ちなみに、上のユキヤナギはバラ科で、ヤナギの仲間ではありません。同様に、ビヨ
な か ま

ウヤナギも枝がややたれてヤナギの枝に似ますが、オトギリソウ科でこれもヤナギの仲間ではありませ
えだ えだ な か ま

ん。ややこしいですね。

穂のような雄花をぶら下げるイヌシデ(左)とアカシデ(右)。めだたないが、雌花も小さな穂をぶら下げている。
ほ おばな めばな ほ

穂のような雄花をぶら下げるクヌギ。雌花は葉のつけ根に。
ほ おばな めばな は

枝がたれ下がるシダレヤナギ(左)と、湿地に見られるタチヤナギ(右)。
えだ しっち



最後に、花が咲いていたほかの樹木を紹介します。ミツバアケビがヤマザクラの枝にからみついて
さ じゅもく えだ

いました。甘い実がなるアケビですが、鳥も大好きで、食べられてタネを運んでもらい、仲間を増やし
あま な か ま ふ

ています。その近くにヒイラギナンテンが咲いていました。甘い匂いがただよい、ハチをよんでいま
さ あま にお

した。この花には、ハチなどに花粉をつけやすくするしくみがあり、できるだけ多くのよいタネを作ろ
か ふ ん

うとしています。

たくわんのような臭いを漂わせていたのは、ヒサカキの花。雄の木と雌の木があり、それぞれ雄花
にお ただよ おす めす お ば な

だけ、雌花だけをつけます。
め ば な

こちらも雌の木と雄の木
めす おす

が別のアオキ。雄花には
お ば な

退化した雌しべのあとがあ
め

り、どのように進化したの

か興味深いです。また、小
きょうみぶか

さなハエやハナアブの仲間

がきて蜜や花粉をなめてい
みつ か ふ ん

ることがあり、私には分か

らないけどこの花にも臭い
にお

はあるのか気になります。

【理科支援員：宮内】

鳥が実を食べてタネを運ぶミツバアケビ(左)と、ハチなどに多くの花粉をつけるしくみをもつヒイラギナンテン(右)。
かふん

ヒサカキの雌花(左)と、雄花(右)。それぞれ木が別で、たくわんのようなへんな臭いを 漂 わせる。
めばな おばな にお ただよ

アオキの雌の木(左)と、雄
めす おす

の木(右)。それぞれ雌花だけ、
めばな

雄花だけをつける。
おばな


